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1.名 古屋市マクロ計量モデルについて

1.1 マ クロ計量モデルについて

○マクロ計量モデルとは、国や自治体など対象とする経済における主要な
経済変数を取り上げて、それらの間の相互関係を表す複数の方程式体系
を構築することにより、現実の複雑な経済を1つのモデル的な経済体系
として簡略的に表現するものである。
○マクロ計量モデルにおける各方程式は、対象とする経済における統計デ
ータを用いて統計学的に推定され、作成される。
Oそ れによって、マクロ計量モデルを用いると、対象岸した経済において、
税率のような経済変数の変化を想定した場合に、消費や投資を始めとす
るその他経済変数がそれぞれどのような影響を受けるかを、数量的にシ
ミュレートすることができる。
O政 府機関においては、内閣府などによってマクロ計量モデルが構築され
ており、財政支出の拡大効果や個人所得税の減税効果などの政策分析に
用いられている。

1.2 名 古屋市マクロ計量モデルの概要とデータ

O本報告書では、2010(平成 22)年度以降、名古犀市の個人市民税、法人市
民税の各税率を 10%低下させる場合を想定する。そして、名古屋市におけ
る次の5つの経済変数が受ける影響をシミュレートすることが、主な目的
である。

①民間消費 (民間最終消費支出 :名目)、②市内総生産 (名目)
③人回の社会増減、④企業所得、③税収
O構築した名古屋市マクロ計量モデルは、「市民経済計算」における支出面を
中核とする、標準的なマクロ計量モデルである。民間消費を始めとした市
内総支出 (名目)を 構成する各項目を骨格として、今回の主な分析対象で
ある人日の社会増減、税収などが付加されている。
Oモ デル構築に用いる推定式のデータ対象期間は、名古屋市市民経済計算の
データが入手可能な期間である1975〈昭和50)～2006(平成18)年度であ
る。



1.3 名 古屋市マクロ計量モデルの推定とパフォーマンス

○各推定式の推定結果は、それぞれ決定係数 (自由度修正済み)が 1に近く
良好であり、系列相関に関してもほぼクリアできてぃる。また、個々の係
数に関しても、大半が1%の 有意水準で有意となっている。
O本 モデル全体のパフォーマンスを示すファイナルテストの結果を図でみる
と、それぞれの経済変数において、株価 (東証株価指数 :ToPIX)と
名古屋市の住宅地価がそれぞれ絶頂を迎えた 1989(平成元)年度と 1091(平
成3)年 度の前後で計算値と実績値の乖離がみられるものの、全体として
計算値は実績値の推移をうまくトレギスできている。
O精度の目安となる平均絶対値誤差率でみると、市内総生産、民間消費、民
間投資、雇用者所得で3%台 、企業所得、個人市民税、法人市民税で5%
と=要な経済変数の精度は標準的である。
○ただし、市内人口の社会増減に関してのみ、1989(平成元)～1991(平成
3)年 度の乖離が大きく、平均絶対値誤差率は 30.6%と なっていると

名古屋市マクロ計量モデルのパフォーマンス (ファィナルテストの結果)
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2.市 民税 10%減税の導入 : シミュレーションの前提と結果

2.1 シ ミュレーションの前提について

O減 税初年度の 2010(平成 22)年 度の減税額は、2009(平成 21)年 10月現

在で名古屋市によつて試算された額として、個人市民税 137億 円、法人市

民税 24億円を想定する。

02011(平 成 23)年 度以降の減税に関しては、各年度における雇用者所得と

企業所得は滅税に伴う経済的影響を受けて変化するため、各年度の減税額

を予め想定しておくことはせず、本モデルにおいて予測される各所得額に

対して、10%の率によつて減税されることを想定する。

O市 民税減税を実施し、政府消費及び政府投資の両政府支出を従来通りとし

た場合のシミュレーションを行うと、減税に伴う税収の減少が見込まれた。

この場合、名古屋市の財政には新たな赤字が発生することになる。そこで、

本シミュレーションでは、減収分とほぼ同規模を市の歳出の削減によつて

対応するものと前提する。

O具 体的には、政府消費に関しては減税初年度 (2010(平成 22)年 度)以 降、

毎年 128億円の支出を減少させる。また、政府投資に関しては初年度 24億

円、次年度 70億円、2012(平成 24)年 1度以降は毎年 75億円の支出を減少

させるものと前提する。

○本シミュレーションでは、株価 (東証株価指数 :TOPI文 )、貸出金利 (国

内銀行貸出約定平均金利)、住宅金融公庫 (現住宅金融支援機構)金 利及び

名古屋市の将来人口という4つ の外生変数を用いている。このうち前 3者

に関しては、現在時点で得られる限りの直近データ値を用いる一方、現在

時点では得られない 2009(平成 21)年度までのデT夕 及び将来のデータは、

別途統計学的に指定した 2次 の自己回帰モデルによる予測値を用いる。

O名 古屋市の将来人日は、社会増減も考慮された財団法人統計情報研究開発

センターによる推計人口 (2007(平成 19)年公表)を 用いる。

Oこ れらの外生変数のデータ値の想定は、シミュレーションのためには必須

であるが、減税を実施する場合、実施 しない場合のようなケース間比較が

関心対象である場合には、外生変数の想定は結果に大きな影響は与えない。

《



2.2 シ ミュレーション結果

2.3 シ ミュレーション結果に関する留意事項

Oシ ミュレーション結果は、本モデルあるいはデータの制約上、経済効果を
過少評価または過大評価している可能性がある。
O過 少評価している可能性としては、生産面の効果を過少評価している可能
性と、法本市民税の税収を過少評価している可能性が挙げられる。
O過 大評価している可能性としては、政府支出の削減が経済成長を抑制する
可能性が挙tずられる。

市民税減税実施前の2009(平成21)年度から、市民減税導入後10年が経過
した?019(平成31)年度までの10年間において、
O       あ 成長率は、減税を実施しない(変更なしの)場合が3801%
(年平均0.30%)であるのに対して、市民税滅税を実施する場合は7.99%
(同0.77%)となうている。差し引きすると、市民税減税によって10年間
で4,98%、平均年率にして0.47%の成長の上乗せが見込まれる。
O市 内総生産 (名目)の成長率は、変更なしの場合が1.69%(年平均0.170/0)
であるのに対して、減税を実施する場合は4.80%(同 0.47%)となると差
し引きすると、減税によって 10年間で3.11%、平均年率にして0日30%の
成長の上乗せが見込まれる。
O市 内人日の社会増分は、10年間合計下2万人足らず (年平均約2千人)で
ある。この社会増分は、名古屋市経済の成長との相乗効果によって、年々
少しずつ大きくなる。
O企業所得は、変更なしの場合が6.01%(年平均0.09%)の成長率であるの
に対して、減税を実施する場合は1口81%(同 9.18%)の成長率になるとO滅税しないケースと比べた場合の個

        首蚕暫乳!紙lt栓爆円であり、減税に伴う減収分を補う
し、市内人回の社会増や雇角者所得の増加に伴う増収が見込まれるた|あt
個人市民税の減収幅は年々縮小すると見込まれる。
O法人市民税の減少幅は、年商76‐億向前後であり、期間を通じてほ|ま横ばしヽ
である。                            _
O以 上のシミュレニション結果による|、減碑による経済効果は確かに見込
まれる。ただし、減税に伴う税収の減少分を補うほどあ経済効果は見込ま
れていない。



名古屋市マクロ計量モデルについて

本報告書では、市民税 10%減 税の導入に伴う経済的影響等に関して、この分析のために

構築した「名古屋市マクロ計量モデル」に基づくシミュレーションを行つている。1.1では、

マクロ計量モデルとは何かについて説明する。1.2では名古屋市マクロ計量モデルの概要と

データについて説明する。1.3では本モデルの推定とパフォーマンスについて説明する。

1,1 マクロ計量モデルについて

1.1.1 マク回計量モデルとは

マクロ計量モデルとは、現実の経済の中で影響を与え合つている数限りない要素のうち、

主要でかつ数量的に把握できる一定の要素 (経済変数)を 取り上げ、それらの相互関係を

表す複数の方程式から成る体系を構築することにより、現実の複雑な経済を 1つのモデル

的な経済体系として簡略的に表現するものである。マクロ計量モデルにおける各方程式は、

国や自治体など対象とする経済における統計データを用いて、統計学的に推定され、作成

される。それによつて、マクロ計量モデルを用いると、対象とした経済において、税率の

ような経済変数の変化を想定する場合に、消費や投資を始めとするその他の経済変数がそ

れぞれどのような影響を受けるかを、数量的かつ整合的にシミュレートすることができる。

マクロ計量モデルは、1950年代のアメリカにおいて、後にノーベル経済学賞を受賞する

L.ク ライン教授らによって本格的な開発に着手され、ほどなく我が国でも大学等の研究

者による開発が始まった。1960年代には経済企画庁 (現内閣府)を 中心に、政府機関でも

実用されるに至った。名古屋市においても、1977(昭和 52)年に総務局統計課によって 「市

計量モデル」が開発され、以後 1983(R召和 58)年 まで 「市計量モデルによる名古屋市経済

の予測」が公刊されている。名古屋市を対象としたその他のマクロ計量モデルには、国の

財政制度の変更によつて名古屋市財政が受ける影響について研究するために構築された、

阿久根等 (2000に よるモデルもある。

1.1,2 マクロ計量モデルの用途

マクロ計量モデルには、主に2つ の用途が考えられる。 1つ は先述した、ある経済変数

の変化を想定する場合にその経済的な影響を体系的にシミュレートするためのツールとし

て

縁暑看富亀たち卜そとF亀 蟹乙猛蟹晏己多亀曜語長暑長嘉呈好セ 笛

構築するマクロ計量モデルの性格上、経済環境が大きく変動している最中などには、精度

が高い予測は期待できない。そのため、変動相場制への移行や 2回のオイルショックなど

によつて経済環境が激動した 1970年代以降は予測精度が低下し、新しいマクロ経済理論に

基づく批判にもさらされたことから、現在では退潮となっている。

その一方で、ある経済変数の変化を想定した場合の影響シミュレーションツールとして



の用途は、現在でも有用性を失つていない。実際、政府機関もマクロ計量モデルの主要な
ユーザーの1つであり、例えば内閣府経済社会総合研究所では 「短期日本経済マクロ計量
モデル」がほぼ毎年更新されているが、近年では増淵等 (200のがそのモデルに基づいて、
財政支出の拡大効果や個人所得税滅税の効果などの政策分析を行っている。厚生労働省の
研究機関である労働政策研究 ・研修機構でも独自のマクロ計量モデルが開発されており、
それに基づき藤井等 (2Q08)は失業の分析などを行っている。

1,1.3 市民税 10%減 税の導入シミユレーションヘのマクロ計量モデルの採用について
税率のような経済変数の変化に伴う影響を定量的に推計しようとするには、現実の経済
を反映した何らかの経済モデルを利用するほかない。とりわけ税率が変化するような場合
には、現実の経済では所得、消費(市 内人口等の多数の経済変数は相互に影響を与え合い
ながら一斉に変化する。したがって、それらの動きが整合的になるようシミユレー トする
必要があり、現実の経済データを基に作成された複数の方程式から成る経済体系モデルの
利用が不可欠となる。マクロ計量モデルは、そぅした経済体系モデルを構築するために開
発されてきた、ぃくっかの手法のなかの1つ である。
マクロ計量モデルと代替的な手法には、産業連関表という経済体系モデルを用いる産業
連関モデル、家計、企業といった経済主体の行動を表す方程式をミクロ経済学的な基礎に
基づき作成し体系化する応用一般均衡モデル、各データのラグ値を基にして体系化された
モデルを統計学的に推定するベクトル自己回帰モデルがある。
マクロ計量モデルも含めたこれら手法は、いずれも現実の複雑な経済から枝葉を払って
モデル化される以上、各々一長一短を伴う。そのなかでマクロ計量モデルは、比較的多く
の経済変数を扱うことができ、かっ経済的影響を時系列的にシミュレー トできる特長があ
る。それに加えて、経済データの入手性及びキデル構築、分析に要せる時間的制約に鑑み
ても、今回はマクロ計量モデルに優位性がある。総合的にみて、マクロ計量モデルは今回
のシミュレーションロ的に最も適った手法であると考えられる。

1.2 名 古屋市マクロ計量モデルの概要とデータ

1.2.1 名古屋市マクロ計量モデルの概要

本報告書では、2010(平 成 22)年 度以降、名古屋市の個人市民税、法人市民税の各税率
を 10%低 下させる場合を想定する。そして、名古屋市における次の5つ の経済変数が受け
る影響をシミュレートすることが主な目的である。

①民間消費 (民間最終消費支出 :名目)

②市内総生産 (名目)※ 国内総生産 (GDP:名 目)に 相当
③市内人日の社会増減

④企業所得       _

⑤税収



図表 1,1 名 古屋市マクロ計量モデルにおける主要部分の困果フロー図
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(注)内 生変数のみ記載。

詳細は資料 1参照。



上記の影響をシミュレー トするために、本報告書では独自の名古屋市マクロ計量モデルを

構築している。以下では、名古屋市マクロ計量モデルの特徴及び主要部分を説明する。な

お、名古屋市マクロ計量モデルの主要部分の因果フローは図表 1.1に 、名古屋市計量モデ

ルの方程式体系と各推定式の推定結果は資料 1に示されている。

(構築した名古屋市計量モデルの全体的な特徴)

構築した名古屋市マクロ計量モデルは、「市民経済計算」における支出面を中核とする、

標準的なマクロ計量モデルである。民間消費を始めとした市内総支出を構成する各項目を

骨格として、今回の主な分析対象である人日の社会増減、税収などが付加されているも

名古屋市市民経済計算において市内総支出を構成する項目は、民間消費、民間住宅 (総

固定資本形成 民間 住宅)、民間投資 (総固定資本形成 民間 企業設備)、在庫品増加、政

府消費 (政府最終消費支出)、政府投資 (総固定資本形成 公的)、統計的不突合 (財貨 ・サ
ービスの移出入(純)・統計上の不突合)で ある。ただし、このモデルにおける市内総生産の

各項目は、すべて名目値を基にしている。これは、次の2つ の理由による。

第一に、名古屋市の市民経済計算における各項目自体が、名目値に基づいて推計された

うえで、家計最終消費支出以外の実質値は国民経済計算のデフレーターを援用して作成さ

れている (詳細は、名古屋市総務局統計課 (2009)p.54-59参 照)。第二に、本報告書では、

税率の変化により消費等や税収が受ける影響に関するシミュレーションを行 うが、税収は

もちろん課税対象となる雇用者報酬や企業所得も名目値である。以上によって、名古屋市

の名目値データをそれぞれ国民経済計算における国全体のデフレーターを援用して実質値

に変換してから推定し、再度国民経済計算のデフレーターによって名目値に戻すよりも、

そのまま名目値デエタを基に推定するほうが、データ間の整合性を保ちより精度の高い推

定結果が得られると期待される。

(民間消費 :名目)

民間消費の説明変数は、雇用者所得から個人市民税等の税金を差し引いた可処分所得、

利子 (受取利子から支払利子の差し引いた純受取)や 受取賃貸料などから成る財産所得、

市内人口、消費者物価を基に推定された民間消費デフレーター (対前年度差)の 4つ であ

る。すなわち、本モデルにおける消費関数は標準的なマクロ計量モデルにみられるものと

同様に、ケインズ型となっている。

(民間投資 :名目)

民間投資の説明変数は、法人市民税等の税金を差し引いた配当受払後の企業所得、貸出

金利 (国内銀行貸出約定平均金利)、市内就業者数 (1期 ラグ)、株価 (東証株価指数 :T

OPIX)で ある。市内就業者数 (前年度)は 稼働率ないしGDPギ ャップの代理変数と

して、株価は将来の経済環境に対する企業の予想を反映する代理変数として用いている。
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(雇用者所得)    !

まず、 1人 当たり雇用者所得が、市内総生産と就業者数によつて説明される。就業者数

は、設備投資 (2期 ラグ)に よって説明される。そして、本モデルでは、雇用者に個人事

業主、役員及び家族従業者を加えた就業者数と、 1人 当たり雇用者所得との積で定義した

ものを、雇用者所得と呼んでいる。

(企業所得)

企業所得とは、営業余乗J、混合所得 (個人企業所得)及 び企業の純財産所得の合計であ

り、いわゆる経常利益に近い概念である。営業余剰 ・混合所得は、企業の生産額 (総付加

価値)か ら雇用者報酬 (雇用者所得)、税 (補助金は控除)と 固定資本減耗を差し引いたも

のとして一般に定義される。本モデルではtこ れらの定義を基に、企業所得、雇用者所得

と税の合計を被説明変数とし、市内総生産と民間資本ストック (1期 ラグ)及 び貸出金利

(国内銀行貸出約定平均金利)を 説明変数としている。

(市内人口の社会増減)

市内人口社会増減の説明変数は、 1人 当たり雇用者所得、個人市民税等の税金、消費者

物価指数 (全国との相対比)、住宅地価 (3期 ラグ)で ある。個人市民税が減税される場合、

減税分及び 1人当たり雇用者所得の増加が市内人日の社会増を促すが、消費者物価と住宅

地価の上昇が一方的な社会増を抑制する働きを持つ。

(個人市民税)

個人市民税は、前年度の所得を対象に課税されるため、説明変数として雇用者所得 (1

期ラグ)と 財産所得 (同)を 含めている。ただし、雇用者所得、財産所得共に、個々人の

所得データは入手できないため、ここでは集計された所得データを用いている。そのうえ

で、個人市民税と雇用者所得、財産所得の各集計データ間での統計的な関係を推定してい

る。なお、制度改正に伴う例えば税率等の変更も、今回推定された統計的関係のなかでは

誤差として扱われる。                         ′

(法人市民税)

法人市民税は、企業所得を対象に課税される。そのため、企業所得 (1期 ラグ)を 説明

変数にしている。

に奮念言号彰旨抵督れ暑署昼畳景騒 掛3]i得 営絹斎]援景鼈 綜サ▼告裂歓iこ受沓警鬱審雷器

るが、法人税害J部分の推定に際しては、企業所得以外に、法人税率はもちろん損金算入枠

の拡大等の税制の調整、繰越欠損金が重要な要素となる。本モデルにおいては、それらの

税制変化等を包括する代理変数として、株価 (東証株価指数 iTOPIX)を 説明変数に



含めている。

一方、均等害J額は市内の法人数がベースとなり、資本金や従業者数の規模に応じて税額

が決められる。しかし、これらはデータ上の制約により、本モデルでは捨象されている。

1.2.2 データについて

先述した通り、本モデルは名古屋市市民経済計算を中核にしている。市民経済計算は、

現時点では 「68SNAく 平成 2年基準」(1975(昭和 50)～ 1999(平 成 11)年 度)、「98

SNA、 平成 7年基準」(1990(平成 2)～ 2003(平 成 15)年 度)、「93S NA、 平成 12

年基準」(1996(平成 8)～ 2006(平 成 18)年 度)が 公表されている。

統計学的により精度が高い推定を行うには、なるべく多くのデータが必要である。その

ため、本モデルにおいては、上記 3系列の市民経済計算を接続したうえで、1975(昭和 50)

～2006(平 成 18)年 度の計 32個 のデータを用いて各推定式の推定を行つている。具体的

には、より新しい市民経済計算を優先させ、より古い市民経済計算とは、変化率を使つて

より古い系列のほうの各データ値を更新していくという接続方法である。

ただし、この接続にはいくつかの留意点がある。そのうち主なものとして、 2点 を付記

する。まず、データ面での留意点として、本モデルでは名目値を使用しているとはいえ、

68S NAと 93S NAと では各支出項目の定義が異なるため、完全に正確な接続とはならな

い。次に、1975(昭 和 50)～ 2006(平 成 18)年 度の間には第二次オイルショック、バブ

ル経済とその崩壊、第二次産業化の進展、少子高齢化の進展等々の大きな経済環境変化が

生じており、家計や企業の各経済主体の行動にも、その都度構造的な変化が生じた可能性

がある。そのため、この長期間を対象に推定を行うことでも、趣輝をきたす可能性がある。

上記の留意点はあるものの、先述した通り、本モデルに限らず意味ある統計学的モデル

の構築のためには、一定のデータ数の確保が必須である。そのため、本モデルにおいても、

データ数の確保を最優先し、入手可能な限りのデータ期間を対象とする。

市民経済計算に関わらない統計データで、入手可能なデータについては、加工を施さず

そのままの統計データを用いている。なお、本モデルに利用した統計データはすべて、資

料4に掲載している。

1,3 名古屋市マクロ計量モデルの推定とパフォーマンス

1.3.1 推定について

本モデルの方程式体系と各推定式の推定結果は、資料 1に示している。各推定式の推定

方法は、操作変数を用いない通常の最小二乗法である。ただし、推定結果の t値の算出に

はく各推定式の誤差項の不均十分散または系列楠関を想定して、Newey― Westに よるIEAC

分散共分散行列 (ラグ切断次数は3期)を 用いている。

各推定式の推定結果は、それぞれ決定係数 (自由度修正済み)カミIに近く良好であり、

系列相関に関してもほぼクリアできている。また、個々の係数に関しても、大半が 1%の
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有意水準で有意となっている。

1.3.2 名古屋市マクロ計量モデルのパフォーマンス

本モデル全体のパフォーマンスを示すため、デ
ータ期間において外生変数及び先決変数

の初期値 (具体的には 1975(昭 和 50)年 度のデータ値)と 方程式体系を用いてシミュレ
ー

トしたファイナルテストの結果を、主な経済変数に関して図表 1.2に 示す。図中の 「平均

絶対値誤差率」は、各年度の実績値と計算値の誤差の絶対値の合計を実績値の絶対値の合

計で除したものであり、精度の目安である。

まず各グラフをみると、各経済変数において、実績値と計算値はほぼ同様に推移してい

る。ただし、株価 (東証株価指数 :TOPIX)と 名古屋市の住宅地価がそれぞれ絶頂を

迎えた 1989(平成元)年 度と1991(平成 3)年 度の前後では、市内人口社会増減の実績値

は大きなマイナスとなつたが、計算値の市内人口学会増りではそく
マイナス幅の大きさは

過少になっている。そのため雇用者所得の計算値は実績値よりも過大となり、それに伴い、

この間の民間消費ひいては市内総生産も過大になっている。しかしながら、デ
ータ期間の

全体でみれば、各経済変数とも概ね良好なパフォーマンスを示しているといえる。   |

次に平均絶対値誤差率は、市内総生産、民間消費、民間投資、雇用者所得で3%台 、企

業所得、個人市民税、法人市民税で5%前 後と、標準的な精度である。市内人日の社会増

減に関してのみ、先述した通り1989(平 成元)～ 1991(平成 3)年 度の乖離が大きくなり

すぎたこともあり、平均絶対値誤差率は 30,d%とファイナルテストでの良い結果は得られ

ていない。なお、データ期間における直近 10年間である 1997(平成 9)～ 2006(平成 18)

年度の市内人日の社会増減数の平均は 3,191人であるため、平均絶対値誤差率の 30.6%を

そのまま適用すると、プラス・マイナス980人程度の誤差である。
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図表1.2 名古屋市マクロ載量モデルのパフオ
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2.市 民税 10%減 税の導入 : シ ミュレ
ーションの前提 と結果

本章では、1.2.1で述べたように、2010(平 成 22)年 度以降に名古屋市の個人市民税、

法人市民税の各税率を 10%低 下させる場合を想定し、名古屋市における①民間消費 (民間

最終消費支出 :名ロメ、②市内総生産 (名目)、③人日の社会増減、④企業所得、⑤税収が

受ける影響につV下てシミュレ
ートする。2.1では、シミュレーションの前提について説明す

る。2.2では、シミュレーション結果を示す。最後に2.3では、シミュレ
ーション結果に関

する留意事項をまとめる。

2.1 シ ミュレーシヨンの前提について

2.1.1 各年度における個人市民税、法人市民税の減税の前提

本シミュレーションでは、2010(平 成 22)年 度以降に名古屋市の個人市民税、法人市民

税の各税率を 10%低 下させる場合と市民税減税を実施しない場合の各シミュレ
ーション結

果を比較する。減税初年度の 2010(平 成 22)年 度の減税額は、2009(平 成 21)年 10月

現在で名古屋市が試算した額として、個人市民税 137億円、法人市民税24億 円を想定する。

2011(平 成 23)年 度以降の減税に関しては、各年度における雇用者所得や企業所得等は

減税に伴う経済的影響を受けて変化するため、各年度の滅税額そのものを、予め想定して

おくことはできない。したがって、本モデルにおいては、個人市民税額、法人市民税額に

対して、10%の 率によつて減税されることを想定する。

いずれの場合も、シミュレーションにおいては、個人市民税額、法人市民税額は小さく

なる。それを通じて、家計の可処分所得や企業所得は増えることになる。

2.1.2 市民税滅税に伴う税収減少分の歳出削減について

本モデルにおいて、2.1.1で説明した前提によつて市民税減税を実施し、政府消費と政府

投資は変化させない場合のシミュレ
ーションを行うと、減税に伴う税収の減少が見込まれ

た。この場合、名古屋市の財政には新たな赤字が発生することになる。そこで、本シミユ

レーションでは、減収分とほぼ同規模を市の歳出の削減によつて対応すると前提する。

具体的には、政府消費に関しては滅税実施初年度 (2010(平成 22)年 度)以 降、毎年 128

億円の支出を減少させる。また、政府投資に関しては初年度 24億 円、次年度 70億 円、2012

(平成 24)年 度以降は毎年 75億 円の支出を減少させる。これによって、2010(平 成 22)

～2019(平 成 31)年 度における両政府支出の減少額は、政府消費で 1,280億円、政府投資

で 694億 円となる。一方で、これに対する各税の減収分は、図表 2.1が示す通り個人市民

税で約 1,245億円、法人市民税で約 705億 円であり、両者はほぼ同規模である。

2,1.3 外生変数について

本シミュレーションでは、株価 (東証株価指数 :TOPIX)、 貸出金利 (国内銀行貸出
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約定平均金利)、住宅金融公庫 (現住宅金融支援機構。以下では、住宅金融公庫と呼ぶ)金

利及び名古屋市の将来人日という4つ の外生変数 (モデルのなかでシミ
ュレーションの結

果決まるのではなく、ある決まつた数値をモデルの外から与えられる変数)を用いて
いる。

このうち株価、貸出金利と住宅金融公庫金利は、日本全体の経済環境によつて決まると考

えられる。これらに関しては 2007(平 成 19)年度以降でも現在時点で得られる限りの直近

データ値を用いる‐方で、現在時点では得られない2009(平成21)年度まであデ
ータ及び

将来のデエタに関しては、別途統計学的に推定した2次の自己回帰モデルによる予測値を

用いる。

名古屋市の将来人口については、社会増減も考慮された財団法人統計情報研究開発
セン

ターによる推計人口 (2007(平成 19)年 公表)を 用いる。ただし、この推計八日は5年毎

のデータであるため、その間の各年度については幾何平均による伸び率で補完する。なお、

シミュレーション結果において市民税滅税に伴い八日の社会増が発生する場合は、この人

口増分は上記の推計人口に上乗せされる。

以上の外生変数のデ
ータ値の想定は、シミュレ

ーションのためには必須である。しかし、

市内総生産のような経済変数の将来予測値そのものが関心対象になる景気予測の場合と異

なり、今回のように減税を実施する場合、実施しない場合といつた各ケ
ース間の予測値の

差が関心対象となる場合には、外生変数の想定は結果に大きな影響は与えな
いため、それ

ほど重要な位置付けtとはない。なお、これらの外生値のデ
ータは、資料4に 掲載している。

2.2 シ ミュレーション結果
         `

2.2.1 シ ミユレーション結果

2,1で説明した前提を基に、2009(平 成 21)年 度から 2019(平 成 31)年 度までの期間

で名古屋市における①民間消費 (民間最終消費支出 :名 目)、②市内総生産 (名目)、③人

口の社会増減、④企業所得、⑤税収が受ける影響についてシミュレ
ー
トした結果を、図表

2.1に示している。図表 2.1では、2010(平 成 22)年 度以降において市民税減税を実施す

る場合、実施しない (変更なし)場 合の 2つ のケ
~ス を表にまとめている。以下では、上

記した5つの経済変数のシミュレ
ーション結果について、順に説明する。

なお、1.2.2で述べたように、市民経済計算のデ
ータの制約により、本モデルは直近が

2006(平 成 18)年 度であるデ
ータを基に構築している。そのため、2,1.3で予め想定を置

いた外生変数以外のデータは、2007(平 成 19)年 度から、本モデル及び 2.1で説明した諸

前提に基づくシミュレ
ーションによつて求めている。したがつて、711えば図表 2.1に 示さ

れる2009(平 成 21)年 度の民間消費、市内総生産も実績値ではなく、計算値である。

また、本シミュレ
ーション結果では、民間消費、市内総生産等の予滅」値自体は重要では

ない。上記の諸前提に基づいてシミュレ
ー トされた、市民税減税を実施する場合、実施し

ない (変更なし)場合の2ケ
ース間の計算値の差が重要であることに留意する必要がある。
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(民間消費 :名目)

市民税減税実施前の 2009(平 成 21)年 度から、市民滅税導入後 10年が経過した 2019

(平成 31)年 度までの 10年間において、民間消費の成長率は、変更なしの場合が 3.01%

(年平均 0.30%)で あるのに対して、市民税減税を実施する場合は 7.99%(同 0,77%)と

なつている。差し引きすると、市民税減税によつて 10年間で 4,98%、平均年率にして0.47%

の成長の上乗せが見込まれる。

各年度における民間消費の増加額でみると、後述するように市内人日の社会増に伴い、

年々大きくなる。10年間で合計すると、約 1兆 1千 669億円 (1,166,872百万円)で ある。

(市内総生産 :名目)

同期間における市内総生産の成長率は、変更なしの場合が 1.69%(年 平均 0.17%)で あ

るのに対して、減税を実施する場合は 4.80%(同 0.47%)と なる。差し引きすると、減税

によつて 10年間で 3.11%、平均年率にして0.30%の成長の上乗せが見込まれる。

各年度における市内総生産の増加額は、民間消費と同様に年々大きくなるが、増加分を

10年間で合計すると、約 1兆 7千 978億円 (1,797,800百万円)に なる。1市内総生産の 10

年間の増加分のうち、民間消費の増加分は約 65%を 占める。

(市内人口の社会増減)

民間消費の増加のうち大きな部分は、市内人日の社会増によつてもたらされる。減税を

実施する場合の市内人日の社会増分は、10年間合計で2万人弱 (年平均約 2千人)である。

この社会増分は、名古屋市経済の成長との相乗効果によって年々少しずつ大きくなる。

(企業所得)

企業所得は、10年間において、変更なしの場合が 0。91%(年 平均 o.09%)の 成長率であ

るのに対して、減税を実施する場合は 1.81%(同 0.18%)の 成長率になる。市民税減税が

企業所得に及ぼす効果は、市内総生産の伸びと比較すれば小さくなつている。

(税収)

減税しないケースと比べた場合の個人市民税の減収幅は、年間 104～138億円でありく減

税に伴う減収分を補うほどの増収効果は見込まれない。ただし、市内人日の社会増や雇用

者所得の増加に伴う増収が見込まれるため、個人市民税の減収幅は年々縮小すると見込ま

れる。法人市民税の減少幅は、年間 76億円前後であり、期間を通じてほぼ横ばいである。

なお、1975(昭和 50)～2000(平成 12)年度のデータを用いて分析された阿久根等 (2004,

p,47)では、企業所得の増加が法人市民税の増収につながる効果は小さいと言及されている。

本モデルのシミュレーション結果でも、前述した通り市民税滅税によって企業所得は増え

るものの、それが減税に伴う税収の減少分を補うほどの、大きな効果は見込まれていない。
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図表2.1 シミュレーシ吉ン結果

①民間消費 (民間最終消費支出

: 市 民税滅税を実施する場合と変更しない場合の比較

:名目)

(百万円)

②市内総生産 (名目)

2009(H21 4‐753,333 4,753.333 0

2010(H22‐ 4_827_181 4卜852.362 25.181

2011(H23 4.807.782 4.846.338 38.606

2012(H24 4.861.776 4.915.977 54.201

2013(H25 4.885.443 4,959,006 73.563

2014(H26 4.901.296 4.997.535 96.239

2015(H27 4,947,199 5.067.063 119,864

2016(H28 4.933.660 5.078.956 1451296

2017(H29 4_919、474 5,093,042 173!568

2018(H30 4.908.075 5.111.753 203.678

2019(H31 4_896_353 5_133_029 236!676

取長率
(2019/09)
・オ化合計

3.01% 7.99% 1,166,872

平均年率
B変化平均

0.30% 0、77% 116,687

(注1)市 民経済計算の実績値は2006(平 成 18)年 度までであるため、2009(平 成 ?ュ)

年度も含めた各年度の民間消費、市内総生産は、本モデルにようて計算された計算

値である。

(注2)計 算値は小数点以下四捨五入している。平均年率は幾何平均である。(以下、同じ)

③市内人口の社会増滅 ④企業所得
(人)

2010(H22 8,106 9.073 967

2011(H23 7.298 8.668 1ち369

2012(H24 9,40C 10.906 1150G

2013(H25 13、477 15.122 1.64G

2014(H261 13.831 15,669 1.83S

2015(H27 14.416 16.420 2.004

2016(H28 14,976 17.170 21191

2017(H29 15.139 17.550 21411

2018(H30 15.706 18.338 2.632

2019(H31 15.818 18_683 2,872

宮 計

(2010～19)
口変化合計

128,163 147,599 19,437

平均
・変化平均

12,816 14,760 1,944

(百万円)

2009(H21 12,461,570 12,461,57C 0

2010(H22! 12.582.73( 12.603.2∝ 20!47C

2011(H23 12.484.96〔 12.528.39C 43‐43C

2012(H24 12,602す150 12,671,69C 69.54C

2013(H25 12.645.450 12.749,370 103_92C

2014(H26 12,646,290 12.791,780 145,49C

2015(H27 12:731t470 12.917.320 185_85C

2016(H28 12,720,130 12,950,150 230102C

2017(H29 121695、070 12.9741690 279.62C

2018(H30 12,684,690 13.0161010 331‐32C

2019(H31 12.671.610 13.059.750 388.14C

放 表 挙

(2019/09)
:オイL合 計

1.69% 4.80% 1,797,80C

平均年率、
・変化平均

0。17% 0,47% 179,78C

(百万円)

園 蜘 十

2009(H21 2‐372‐545 21372.545 0

2010(H22 2,391↓718 2_394.961 3.24t

2011(H23 2379:987 21389t007 9,02C

2012(H24 2387_949 2.397.974 10.02電

2013(H25 2389.727 2:400t811 11‐08“

2014(H26 2,391,377 2_404、129 121752

2015(H27 2:391.102 2:405.276 14‐17召

2016(H28 2395_947 2_411.710 15.76t

20,7(H29 2,391,950 2、409_467 17151'

2018(H30 2.395.253 2.414.591 19,33だ

20 9ヽ(H31 2394_057 2、415Ⅲ381 21.324

j」X長 率

(2019/09)
・芳化合計

0.91% it81% 134,240

平均年率
い変化平均

0.00% 0.18% 13,424
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図表 2,1 シ ミュレーション結果 : 市 民税減税を実施する場合と変更しない場合の比較…続き一

③税収

(個人市民税十法人市民税十固定資産税

十事業所税十都市計郵税十市町村たばこ税

十軽自動車税)A・
r

③個人市民税

(百万円)

2009(H21 463.954 463,954 0

2010(H22 468.242 452.142 -16_10〔

2011(H23 467.007 445.981 -21.025

2012(H24 464_615 443,916 -20`70C

2013(H25 463.133 442,713 T20,421
2014(H26 461.554 441.53g -20t015

2015(H27 458_771 439.408 -19i364

2016(H28 457.068 438.262 -181806

2017(H29 453.918 435,933 二17:98t
2018(H30 450,933 433.872 ■171061
2019(H31 447、978 431,933 ■16!045
屈長率
(2019/09)
日芳化合計

-3.44% -6.90% -187;522

平均年幕
,変化平均

…0,35% ‐0.71% …18,752

(百万円)

熙
2009(H21 1383999 138.999 0
2010(H22 139,450 125.75C ■13.700
2011(H23 140、419 126.61 -131806

2012(H24 139!225 125.830 T13_39S
2013(H25 140,175 126.973 -13_20R

2014(H26 140.527 127,6671 二12t860
2015(H27 140.608 128‐188 工12_420
2016(H28 1‐41,591 129,s12 ■1‐2107C
2017(H29 141.425 129!343 -11!582

2018(H30 141_183 130_1641 ‐11命 クβ
2019(H31 141.129 130‐677 -104Sク

厩長率
(2019/09)
・秀イレ会計

1.53% -5.99% -124.516

平均年率
・変化平均

0.15% -0.62% -12,452

(注)個 人 ,法人市民税と固定資産税以外は、単に過本からの延長推計によつて計算値を
作成している。市民税減税の影響が表れているのは両市民税及び固定資産税である。

②法人市民税
'               (百 万円)

2009(H21 681135 68.135 ｎ
〕

2010てH221 71.818 69.418 =2140ご

2011(H23 72,75, 65.501 ■71256
2012(H24 741805 67:379 -74ク R

2013(H25 75,328 67.855 ‐7t473
2014(H26 76.571 68.981 ‐7.591
2015(H27 76.854 69.246 -7.609

2016(H28 77_566 691895 ■7.671
2017(H29 77.756 70.075 -7.681

2018(H30 78.143 70,434 ‐7.70C
2019(H31 78,25G 70,547 -7.70g

慶長率

(2019/00)
・芳化合計

14.85% 3.54% -70,525

平均年率
コ変化平均

1.39% 0.35% -7,052
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2.2.2 参考 : そ の他の経済変数のシミュレ
ーシヨン結果

以下では、参考として、2.2,1で説明した経済変数以外
の主な経済変数に関して、市民税

滅税導入による変化について説明する。なお、各経済変
数の変化の推移は、図表 2.2に示

している。また、これらの経済変数の変化がそ
の他の経済変数に与える影響は、図表 1.1

や資料1の推定結果を参照すると理解しやす
い。

(民間投資 :名目)       ｀

市民税減続の実施に伴い企業所得が増カロするため、

は、直接的には、当年度の市内総生産を増カロさせる。

せるため、将来に掛けても効果をもたらす。

民間投資は各年度で増加する。これ

その一方で、資本ストックを蓄積さ

(消費者物価指数 (全国との相対比))

市民税減税の実施によつて、全国との相対比でみた場合
の消費者物価指数は、わずかに

上昇する。これによつて、民間消費、市内人日
の社会増は、やや抑制される。

(住宅地価)

2.1の諸前提に基づくシミュレ
ーション結果では、住宅地価は市民税減税の実施の有無に

かかわらず低下傾向下ある。市民税減税を手
施する場合、それに伴う市内人口の社会増に

よって、減税しない場合“比べると、住宅地価の低下幅は年
々少しずつ小さくなる。これ

は、他の経済変数に対して次のように作用する。第
一に、市内人日の社会増にブレ

ーキを

掛ける。第二に、住宅地価の低下傾向に伴う固定資産税
の長期的減収傾向を、やや緩和さ

せる。第二に、受取賃貸料の減少傾向もやや緩和させる。

(1人当たり雇用者所得)

1人当たり雇用者所得は、市民税減税の実施に伴う市内総生産
の成長によつて、やや増

カロする。これは雇用者所得の増加につながり、市内人口
め社会増も促す。しかしその

一方

で、消費者物価の上昇も招くため、市内人日の社会増には
一定のブレーキも掛けられる。

(就業者数)

就業者数は、民間投資の増加を通じて増加が促される。
これは、名古屋市における雇用

者所得を増加させる。

(雇用者所得)

先述した1人当たり雇用者所得の増加と就業者数
の増加があいまつて、名古屋市におけ

る雇用者所得ほ比較的大きな幅で増加する。これは、可処分所得
を増加させ、ひぃては民

間消費の増加や個人市民税の増加、促す。
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その他の経済変数のシミュレ,シ ョン結果

消費者物価指数 (全国との相対比)

1
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図表 2.2 参考 :

民間投資 (名目)

(百万円)
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2.3 シ ミュレーシヨン結果に関する留意事項

2.2では、1,2で説明した名古屋市マクロ計量モデル及び 2.1で説明した諸前提に基
づき、

個人市民税、法人市民税の各税率を 10%低 下させる場合をシミ
ュレートし、結果を示した。

このシミュレーション結果は、構築したマクロ計量モデルの内容や諸前提に依存する。

本モデルの内容、諸前提は十分妥当であり、1.3で示した通りその
パフォーマンスも十分

標準的である。しかし、どのような経済モデルも現実の複雑な経済から枝葉を払
つてモデ

ル化される以上、現実の経済から捨象された要素は必ず存在し、本
モデルも例外ではない。

このことを踏まえて以下では、 2.2で 示したシミュレ
ーション結果が市民税減税の効果

を過少に評価している可能性及び過大に評価している可能性のそれぞれに
ついて説明する。

そして、シミュレーション結果を参照する際の留意事項とする。

2.3.1 シ ミュレーション結果が過少評価している可能性について

1.3で示したシミュレーション結果は、本モデル自体ないしデ
ータの制約上、経済効果を

過少評価している可能性がある。その主なものとして、以下の2つ が挙げられる。

(生産面の経済効果を過少評価している可能性)

1.2で説明したように、本モデルはま出面を中核とした標準的な
マクロ計量モデルである。

そのため、生産面における効果は、モデルの中に取り入れられていない。

例えば、民間投資の増加によつて生産性が
一段と高まつたり、環境等の新分野に投資が

振り向けられて技術革新が生み出されたりといつた効果は、今回のシミ
ュレーション結果

には含まれていない。あるいは、増えた可処分所得を元手に個人が教育投資を行
い、これ

がひいては将来の生産性を高めるといつた効果も含まれていない。

こうした効果を定量的にモデル化することは、マクロ計量モデルに限らず困難
である。

しかしながら、このような効果が可能性としてありうることには、留意する必要がある。

(法人市民税の税収を過少評価している可能性)

1.2.1で説明したように、法人市民税は法人税割と均等割に分けられるが、法人税割部分

を統計学的に推定するにあたつては、企業所得以外に、法人税率や損金算入枠
の拡大等の

税制の調整、繰越欠損金が重要な要素となる。また、均等割部分に関し
ては、市内におけ

る法人数及びその規模 (資本金、従業者数)が 重要な要素となる。

本モデルでは、税率、税制、繰越欠損金等を包括する代理変数として、株価 (東証株価

指数 :TOPIX)を 説明変数に加えている。しかし、株価は外生変数であるため、本
モ

デルのシミュレーションにおける、市民税滅税を実施する場合、実施しない場合 (変更な

し)の 法人市民税の比較では、税率、税制、繰越欠損金等の変更による影響は捨象
されて

いる。その結果、市民税減税によつて法人市民税が増える経路は、企業所得
が増えひいて

は法人市民税が増えるという経路に限定されている。
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その一方で、均等割額に影響を与える市内法人数の要素は、まつたく捨象されている。

そのため、法人市民税減税によつて市内法人数が増加し、均等割額の増加を通じて法人市

民税を増やすという経路も捨象されている。

法人市民税減税が税収に与える効果に関して、捨象された上記の2つ の経路による過少

評価の大きさがそれぞれどの程度であるかを推測することは、デ‐夕の制約のため非常に

困難である。しがしながら、上記によってシミュレーション結果が法人市民税の税収を過

少評価している可能性は十分ある。

2.3,2 シ ミュレーション結果が過大評価している可能性について

1,3で示したシミュレーション結果は、経済効果を過大評価している可能性もある。その

主なものとしては、次が挙げられる。

(政府支出の削減が経済成長を抑制する可能性)

2.1.2で説明した通り、本シミュレーションでは、市民税減税の導入に伴う税収の減少分

を、政府消費と政府投資の削減によつて対応すると想定している。この際、標準的なマク

ロ計量モデルにおいてそうであるように、本モデルでも、政府消費と政府投資は単に市内

総支出を構成しているという位置付けであり、そうした位置付け以上に、他の経済変数へ

影響を与えることは想定されていない。

ところが、例えば、政府投資の削減によって名古屋市ないしその周辺の企業活動が影響

を受ける場合には、それによつて経済成長は長期にわたり抑制される。この場合には、現

実の経済の成長率はシミュレエション結果よりも小さくなる。

もちろん、上記のような影響を与える可能性は、削減される政府支出の内容次第である。

ここでは、本シミュレーション結果が、政府支出の削減を伴う市民税滅税の経済効果を、

過大評価している可能性の1つ として付記する。
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資料e 経 済変数リスト

京司口岳 希明 (2000)「戦後日本国内における経済収東と生産要素投入―ソロ
ー成長モデルは適用できるか―」,『経済研究』Vd.52,No.2。

名古屋市CPI(消費者物価指数)年 度接続指数

市の人口(推計人口
15～64歳人口(名古屋市)
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